
爆発性の物等を起因物（小）とする死傷災害発生事例（2017年）
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2017 5
18～

19

実験室にて精密天秤を用いて秤量中に爆発が起こり、飛散したガラ

スにより右顔面と左手を負傷した。
31 120109 14

10

～

29

2017 5
15～

16

砕石場で石を切り出すため火薬で爆破の際、バックホーで作業して

いる被災者に避難の合図をし、退避を確認後に発破に点火実施し

た。 災害発生時は、バックホーに乗ってバケットでキャビンをガー

ドしていたが、発破時の飛び石（直径約15㎝位の岩石）がバック

ホーのフロントガラスを突き破り、乗っていた被災者の腹部を直撃

し、腹部内大量出血によりショック死した。

57 20201 4

1

～

9

2017 6 8～9

工場敷地内で廃棄火薬の処理作業中、完全に処理できなかった火薬

をバケツに入れておき、小分けに処理をするので、1回目の処理の火

薬を地面に並べて燃やそうと、バーナーを点火したところ、バッと

炎が上がり、自分の顔と右腕を負傷した。

31 11709 11

1

～

9

2017 7 11~12

工場内トナープラント2階に弁当を配達していた際、突然爆発が起こ

り火災による熱風、煙、液体を全身に被り自職場へ避難した。 その

後、目の痛み、気分が悪くなった。

37 140201 14

50

～

99

2017 7 8～9

当社工場の苛性ソーダを酢酸で中和する工程で、中和終点を確認す

るため、点検口を目視確認したところ、液が突沸し、左首から背中

上部にかけて薬傷を負った。

32 10801 12

10

～

29



2017 10
16～

17

網のカゴに入れたアルミの製品を混酸槽に入れ、それを取り出す作

業をしていた際、混酸（硝酸・フッ酸）が左腕と両足にかかって薬

傷となった。 （長靴は履いていたが、前掛けはしていなかった。）

30 11709 12

50

～

99

2017 11 0～1

バルブ加工の“ナトリウム挿入工程”において、ナトリウム補充の

準備をするため、“ボトル”と呼ばれる治具を洗浄機にセットした

が、洗浄前にボトル内のナトリウムの除去確認を怠り、そのまま洗

浄してしまう。 結果、洗浄液に残ったナトリウムが混ざり、化学反

応を起こし爆発した。 その際に、衝撃で扉が打ち破られ飛び散った

中和液を顔と左足に浴びてしまう。

37 170101 14

30

～

49

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_06.html
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